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【概要】 

本校は神奈川県横浜市緑区にあり、特別支援学校です。小学部・中学部・高等部・

分教室があり知的障がいのある児童・生徒が学んでいます。 

本校は防災教育の意識が非常に高く、５年前に「学校防災アドバイザー」として、

横浜支部とのご縁があり、今年を含めて５年連続の「防災交流フェスタ」のお手伝い

をさせていただいております。 

【目的】 災害時の不安や混乱の軽減を目指して、家族みんなで参加できる防災交流フェスタを開催。 

防災スローガン「いざ！というときに備え、交流や理解を深め合いながら防災意識を高めよう！」 
 

日 時：2018 年（平成 30 年）11 月 3 日（土） 9：20～12：00 

場 所：神奈川県立みどり養護学校  

協 力：日本防災士会横浜支部（今井支部長、徳江副支部長、長沼副支部長、横山防災士） 

           緑区総務課、緑消防署鴨居消防出張所、東本郷小学校地域防災拠点運営委員会 

 

【内容】 ＜体験コーナー＞「避難所設営・生活体験」「暗闇体験」、水消火器体験 

  ＜展示コーナー＞「避難所の実際パネル展示」「防災グッズ展示」「家具転倒防止器具」「感震ブレーカー」 

などの展示・・・日本防災士会横浜支部 

＜非常食試食＞  ＜パラスポーツ体験＞  ＜ＰＴＡバザー＞  ＜スーパーボールすくい＞   
 

   

   
  

神奈川県立みどり養護学校「防災交流フェスタ」参加報告 
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【楽しい企画】  

<風船のバルーンアート>   風船を膨らませて器用にイメージした形を作っていく。その形は刀だったり花束だったりと 

見事は出来栄えでした。出来上った風船は子供達に上げて喜ばせていました。 

<福祉事務所の製品販売> クッキーや手作りお菓子を販売していました。 

<バラスポーツ体操>     みんなでボッチャー、ベガーボールをしていました。（楽しそうだった） 

<義援金募金>        生徒による西日本豪雨災害の募金活動。日本赤十字社を通して寄付します。 

 

【演奏】 

東鴨居中学校吹奏楽部による見事な演奏とパフォーマンスがあり、会場を盛り上げた。 

     展示会場であった静かな体育館が演奏者と参加者が一体となり、手拍子をしたり拍手をしたり 

      さらに、アンコールに応えてプラスワンの演奏を披露していた。 （お見事でした！） 

 

   

   

 

【今井支部長の感想】 

日本防災士会横浜支部は、神奈川県立みどり養護学校の「防災交流フェスタ」が開始されて以来参加してきました。 

学校関係者から大変高い評価を頂いておりまして、今回で５回目になります。 

展示コーナーには「避難所の実際パネル展示」「防災グッズ展示」「家具転倒防止器具」「感震ブレーカー」などを展示 

いたしました。また、今年は「防災クイズ」をテレビ画面に映して観てもらう新しい企画も取り入れました。 

今後も地域の皆さんや防災機関と共助を図りながら、地域の防災・減災活動に取り組んでまいります。 

 

文責：長沼重雄（副支部長） 

 

 

 


